
令和２年度事業計画



１ ヘルスケア産業の創出

２ 地域のヘルスケアプラットフォーム機能の充実・強化

３ 市民との共創を前提とした官民連携による
社会的課題解決

松本ヘルスバレー構想の実現
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松本地域健康産業推進協議会の取組方針



１ 実証実験・実用化検証助成事業（別掲）
会員企業の提案に基づいて製品・サービスの実用化検証を支援・実施

事業費100万円上限（会員企業負担１／４相当額）に助成

２ 松本ヘルス・ラボの推進（別掲）

３ 世界健康首都会議（別掲）

４ 健康産業フォーラム
先端的な健康・医療情報の共有化を図るとともに、ビジネス化の可能性を検討

５ 医療・福祉・健康ICT基盤の検討

６ 健康経営に関する地元企業への普及・啓発

７ 国、県の補助事業への申請支援、相談業務
経済産業省等国、長野県などへの補助事業申請を支援
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具体的な事業



● 新たな製品・サービス開発アイデアの実用化検証支援
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 実証費用の助成など、松本市での実用化検証をサポートします。

事業費100万円上限

（企業負担１/４相当額）

実証費用の
助成

学術等との
マッチング

フィールド
との調整

企業等との
マッチング

松本地域健康産業推進協議会が
サポートします！

成果のPR

実証実験・実用化検証助成事業 会員企業の皆様
からのご提案を

お待ちしています！



 松本地域住民を中心としたラボ会員と企業等を結び、企業等のヘルスケア製品・
サービスに関するデータ取得等をサポートします。

 「アンケート調査をしたい」、「製品のエビデンスを取得したい」など、まずはお気軽
に松本ヘルス・ラボ事務局へご相談ください。
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松本
ヘルス・ラボ

企 業
大 学

医療機関等

ラボ会員

共同研究契約

研究成果・論文

研究費の提供

・記名データの提供

・アイデア・意見の提供
（ワークショップ機能）

・社会参画の場

・社会貢献、健康づくりの場
の提供

・参加者インセンティブの提供

・記名結果データの返還

共通価値の創出
による産業創出の場

成果の公表
⇒ 学びの場

● 製品・サービスのデータ取得等支援

松本ヘルス・ラボの推進 会員企業の皆様
からのご提案を

お待ちしています！



従来の方法

 血液検査 7月＆2月
 身体測定 〃
 体力チェック 〃

現状の健康チェックでは、血液検査、身体測定、
体力チェックを年2回同じメニューを提供

リニューアルにあたって

・従来の血液検査では測定できなかった「栄養素」を測定

・世界健康首都会議の参加者アンケートでも「食事(栄養)」は関心が高い分野

・非侵襲の簡便な尿検査のため、血液検査に比べて会員の心理的ハードルと、
尿検査のタイミングを自身で選択できるため、日程調整のハードルも低い

新たな方法

 血液検査
 栄養検査
 身体測定 7月＆2月
 体力チェック 〃

従来の年2回の血液検査のうち、2月の健康チェック
は「VitaNote」による栄養検査を実施
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 新松本工業団地に進出予定の㈱ユカシカドと連携し、 「VitaNote」を健康チェックに活用

 「VitaNote」：手軽な尿検査で栄養摂取の過不足を分析できる検査ツール

● 松本ヘルス・ラボ会員向け健康チェックのメニューリニューアル

松本ヘルス・ラボの推進 健康データの効果的な
活用に向けて引き続き

取り組みます

⇒ 血液検査との組み合わせで広範な健康データの取得や活用が可能



第10回世界健康首都会議の概要

 期日

令和元年（2020年）10月22日（木）・23日（金）

 会場

松本市中央公民館、中央体育館（Mウイング）

 コンテンツ案

• 基調講演（オーストラリア等から講師招へいの調整中）

• パネルディスカッション（統括コーディネーター：㈱三菱総合研究所理事長 小宮山宏 氏）

• ブース展示（健康に関する商品・サービス等の紹介、体験、販売）

• セミナー、研修会

• 健康弁当の販売

• 高校生向け特別講義
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※ 開催にあたっては、今後の新型コロナウイルス感染症の情勢を踏まえて判断します。

世界健康首都会議


